
編
集
後
記

＊『
言
語
文
化
』
第
２５
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

今
年
も
、
言
語
文
化
研
究
所
の
多
彩
な
活
動
を

反
映
す
る
興
味
深
い
特
集
を
組
み
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
記
録
や
諸
論
文
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々
、

さ
ま
ざ
ま
な
企
画
の
立
案
・
実
行
に
ご
参
加
・

ご
助
力
を
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。今

年
度
当
研
究
所
で
は
、
大
き
な
イ
ヴ
ェ
ン

ト
と
し
て
、
舞
踏
家
大
野
一
雄
を
め
ぐ
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
号
の
特
集
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身

の
音
楽
家
、
フ
ラ
ン
キ
・
ラ
デ
ン
・
ス
リ
ヨ
ダ
ル

マ
・
ノ
ト
ス
デ
ィ
ル
ジ
ョ
教
授
に
よ
る
公
開
講

座
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
に
関
す
る
記
録
、

諸
論
文
に
つ
い
て
は
四
方
田
犬
彦
教
授
に
よ
る

ご
紹
介
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
例
年
通
り
、

四
方
田
教
授
を
世
話
人
と
す
る
ポ
エ
ト
リ
ー
・

リ
ー
デ
ィ
ン
グ（
第
七
回
）も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
も
う
ひ
と
つ
の
特
集
と
し
て
西
脇
順

三
郎
を
と
り
あ
げ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て

は
富
山
英
俊
教
授
の
紹
介
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
英
文
学
科
と
の
共
催
で
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ

ド
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
に
よ
る
公
開
講
座
「
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
語
り
の
世
界
」
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
読
書
会
や
、
英

文
学
科
の
佐
野
哲
也
教
授
を
中
心
と
す
る
幼
児

の
言
語
習
得
に
関
す
る
調
査
研
究
な
ど
が
継
続

さ
れ
ま
し
た
。

岡
本
は
所
長
職
を
三
月
末
で
退
き
、
来
年
度

は
、
芸
術
学
科
の
四
方
田
教
授
が
所
長
を
務
め

ら
れ
る
予
定
で
す
。
研
究
所
の
諸
活
動
の
一
層

の
充
実
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
岡
本
昌
雄
）

＊
二
〇
〇
七
年
は
舞
踏
家
と
し
て
国
際
的
に

活
躍
さ
れ
て
き
た
大
野
一
雄
師
が
、
百
一
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
当
研
究

所
は
そ
れ
を
記
念
し
、
芸
術
学
科
と
の
共
催
イ

ヴ
ェ
ン
ト
と
し
て
、
二
〇
〇
七
年
十
一
月
十
七

日
十
八
日
と
二
日
に
わ
た
っ
て
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
大
野
一
雄
・
舞
踏
と
生
命
」
を
開
催
し

た
。
今
回
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
内
容
の
一

部
で
あ
る
。
中
心
と
な
っ
た
の
は
芸
術
学
科
で

芸
術
メ
デ
ィ
ア
系
列
を
担
当
す
る
演
出
家
の
岡

本
章
教
授
で
あ
る
。
簡
単
に
寄
稿
者
の
紹
介
を

行
な
っ
て
お
き
た
い
。

國
吉
和
子
氏
は
土
方
�
の
研
究
者
と
し
て
名

高
く
、
長
ら
く
舞
踏
を
め
ぐ
る
歴
史
的
研
究
と

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
関
わ
っ
て
き
た
。
木
村
覚

氏
は
新
進
の
美
学
・
ダ
ン
ス
批
評
の
研
究
者
で
、

国
士
舘
大
学
な
ど
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
る
。
柳

澤
田
美
氏
は
南
山
大
学
講
師
で
、
ア
ウ
グ
ス

テ
ィ
ヌ
ス
を
中
心
と
し
た
キ
リ
ス
ト
教
哲
学
を

専
攻
し
て
い
る
。

ま
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
参
加
者

を
紹
介
し
て
お
く
と
、
笠
井
叡
氏
は
本
学
出
身

者
で
あ
り
、
現
在
の
日
本
を
代
表
す
る
舞
踏
家

と
し
て
天
使
館
を
主
宰
し
て
い
る
。
氏
は
大
野

師
の
薫
陶
を
受
け
た
若
き
日
の
こ
と
を
回
想
さ

れ
た
。
渡
辺
保
氏
は
歌
舞
伎
を
中
心
と
す
る
演

劇
批
評
家
で
あ
り
、『
女
形
の
運
命
』
な
ど
の

著
書
が
あ
る
。
エ
ウ
ジ
ェ
ニ
ア
・
カ
ジ
ニ
・
ロ

パ
氏
は
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
芸
術
学
部D

A
M
S

の

教
授
で
あ
り
、「
大
野
一
雄
ア
ー
カ
イ
ヴ
」
の

中
心
人
物
で
あ
る
。
ロ
パ
氏
の
テ
ク
ス
ト
を
翻

訳
し
た
澤
田
昌
之
氏
は
、
本
学
芸
術
学
科
大
学

院
修
士
課
程
を
終
え
た
、
気
鋭
の
イ
タ
リ
ア
映

画
研
究
家
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
語
の
通
訳
は
、

黒
木
弘
子
氏
が
担
当
し
た
。

実
は
明
治
学
院
大
学
が
大
野
師
に
敬
意
を
表

す
る
の
は
、
こ
れ
が
二
度
目
で
あ
っ
た
。
最
初

は
一
九
九
六
年
秋
に
チ
ャ
ペ
ル
を
用
い
て
九
十

歳
の
誕
生
日
が
祝
賀
さ
れ
、
講
演
と
対
談
の
後
、

師
が
プ
レ
ス
リ
ー
を
背
景
に
舞
踏
を
披
露
さ
れ

た
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
そ
の
と
き

の
ヴ
ィ
デ
オ
が
会
場
で
公
開
さ
れ
た
。
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＊
フ
ラ
ン
キ
・
ラ
デ
ン
・
ス
リ
ヨ
ダ
ル
マ
・
ノ

ト
ス
デ
ィ
ル
ジ
ョ
教
授
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
出
身
の

現
代
音
楽
作
曲
家
で
あ
り
、
音
楽
史
家
で
あ
る
。

な
が
ら
く
ト
ロ
ン
ト
の
ヨ
ー
ク
大
学
、
ト
ロ
ン

ト
大
学
で
文
化
研
究
と
比
較
音
楽
学
の
教
授
と

し
て
教
鞭
を
執
ら
れ
て
、
現
在
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
大
学
に
移
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
た

の
は
、
二
〇
〇
七
年
五
月
二
十
九
日
に
開
催
さ

れ
た
招
待
研
究
講
座
の
場
で
フ
ラ
ン
キ
教
授
が

発
表
し
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
音
楽
が
二
十
世
紀

の
欧
米
音
楽
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
の
論
考

を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
教
授
が
七
〇
年
代

か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
頻
繁
に
東
京
を
訪
問

し
、
寺
山
修
司
を
は
じ
め
と
す
る
演
劇
人
や
音

楽
家
と
深
い
親
交
を
結
ん
で
い
た
こ
と
を
反
映

し
て
か
、
会
場
に
は
現
代
音
楽
の
作
曲
家
や
演

奏
家
の
姿
も
散
見
さ
れ
た
。
活
字
と
な
っ
た
形

で
は
再
現
で
き
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
講

演
は
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
作
品
が
テ
ー
プ
を
通
し

て
紹
介
さ
れ
、
フ
ラ
ン
キ
教
授
み
ず
か
ら
が
担

当
さ
れ
た
映
画
音
楽
が
フ
ィ
ル
ム
を
通
し
て
披

露
さ
れ
る
な
ど
、
賑
や
か
で
愉
し
い
雰
囲
気
に

満
ち
て
い
た
。
翻
訳
は
、
当
日
に
通
訳
を
担
当

し
た
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
の
三
宅
良
美
准

教
授
で
あ
る
。
三
宅
氏
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
舞

踏
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
研
究
者
で
あ
る
。
な
お
専

門
的
な
用
語
の
翻
訳
に
あ
た
っ
て
、
音
楽
学
者

で
あ
る
京
都
市
立
芸
術
大
学
教
授
の
柿
沼
敏
江

氏
の
校
閲
を
得
ら
れ
た
こ
と
を
、
研
究
所
は
感

謝
し
た
い
。

（
四
方
田
犬
彦
）

＊
い
う
ま
で
も
な
く
西
脇
順
三
郎
は
か
つ
て

本
学
の
教
授
を
務
め
、
ま
た
一
九
八
三
年
の
本

誌
創
刊
号
は
、「
西
脇
順
三
郎
先
生
追
悼
」
を

特
集
と
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
七
年
は
、
慶
応
義

塾
大
学
出
版
会
よ
り
、
新
倉
俊
一
本
学
名
誉
教

授
の
編
集
に
よ
る
『
西
脇
順
三
郎
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
』
六
巻
が
出
版
さ
れ
た
よ
う
に
、
歿
後
二
十

五
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
諸
所
で
学
会
や
雑

誌
特
集
が
組
ま
れ
ま
し
た
。『
言
語
文
化
』
も
、

さ
さ
や
か
な
が
ら
特
集
を
組
ん
だ
次
第
で
す
。

執
筆
者
を
紹
介
し
ま
す
。
飯
野
友
幸
氏
は
、

上
智
大
学
教
授
で
、
ア
メ
リ
カ
現
代
詩
の
研
究

者
で
あ
り
、
ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
シ
ュ
ベ
リ
ー
に
関

す
る
研
究
書
、
ま
た
ア
ッ
シ
ュ
ベ
リ
ー
や
ポ
ー

ル
・
オ
ー
ス
タ
ー
の
訳
詩
集
を
出
版
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
歩
行
の
詩
と
い
う
観
点
か
ら
、

西
脇
と
ア
メ
リ
カ
詩
人
Ａ
・
Ｒ
・
ア
モ
ン
ズ
と
を

並
行
さ
せ
て
論
じ
て
い
ま
す
。
佐
藤
紘
彰
氏
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
の
著
述
家
、
翻
訳
家
で
、
Ｐ

Ｅ
Ｎ
ア
メ
リ
カ
翻
訳
大
賞
と
日
米
友
好
協
会
翻

訳
文
学
賞
の
受
賞
者
で
す
。
万
葉
集
か
ら
宮
沢

賢
治
、
高
村
光
太
郎
か
ら
三
島
由
紀
夫
、
吉
増

剛
造
ま
で
、
数
多
く
の
日
本
文
学
を
英
語
に
翻

訳
し
、
北
米
俳
句
協
会
会
長
も
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
近
著
に
は
、
西
脇
の
、
ま
た
宮
沢
賢
治
の

英
訳
詩
集
が
あ
り
、
さ
ら
にJapanese

W
om
en

P
oets:

A
n
A
nthology

も
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
八
年
五
月
に
は
本
研
究
所
で
、
そ
れ
を

記
念
し
て
招
待
研
究
講
座
が
開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
。
ま
た
富
山
は
、
西
脇
順
三
郎
の
詩
行
の

特
性
に
つ
い
て
序
説
を
寄
稿
し
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
、
長
畑
明
利
氏
は
名
古
屋
大
学
教
授

で
、
ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
者
で
あ
り
、
ウ
ォ
レ

ス
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
、
ハ
ー
ト
・
ク
レ
イ
ン
な

ど
に
つ
い
て
論
考
を
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、「
哲
学
的
」
な
思
索
を
ふ
く
む
長
篇
詩

と
い
う
観
点
か
ら
、
西
脇
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ

と
の
興
味
深
い
比
較
を
行
っ
て
い
ま
す
。
山
内

功
一
郎
氏
は
、
静
岡
大
学
准
教
授
で
、
や
は
り

ア
メ
リ
カ
詩
研
究
者
で
す
が
、マ
イ
ケ
ル
・
パ
ー

マ
ー
の
訳
詩
集
を
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
本
の
現
代
詩
に
つ
い
て
雑
誌『
現
代
詩
手
帖
』

な
ど
に
寄
稿
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
号
で
は
西

脇
詩
の
読
解
可
能
性
と
い
う
本
質
的
問
題
に
つ

い
て
の
論
考
を
提
示
し
て
い
ま
す
。（富

山
英
俊
）
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